
淡　水　魚　増　殖　試　験

　モクズガニ種苗生産試験

　　　　山根恭道･私村　均

　前年度に引き続き種苗生産試験を鹿島浅海分場と共同試験という形で、鹿島分場において飼育試験を試

みたので報告する。

材　料　と　方　法

１．種苗生産試験

　１）親ガニ

　　　今年度は自県産の親ガニを使用して春季・秋季に分けて種苗生産を試みる事にした。親ガニ春季は

　　親ガニを鹿島町恵曇漁港でカニ寵により採捕し種苗生産に供した。秋季は神西湖でカニ箆により漁獲

　　されたものを甲長と体重を測定し、卵に異常のみられないものだけを選んで、屋外20t水槽（無加温）

　　に収容して卵の発育をまった。親ガニの飼育中の餌は魚の切り身を個体数当り１個を投与した。親ガ

　　ニは定期的に取上げ卵の発育の状態を観察し、ふ化間近のものを選んで１ｔパンライト水槽に収容し

　　ふ化をさせた。秋季生産では親ガニの収容期間中略死や卵の脱落が相次ぎ、使用した親ガニは神西湖

　　で漁獲した雌ガニの1/3（18尾）であたった。

　２）幼生飼育

　　　ふ化水槽で生まれた幼生を10 tおよび６ｔのＦＲＰ水槽に収容し生産を開始した、幼生孵化後の飼

　　育水はクロレラを飼育水が色ずく程度いれ、Ｚ３（ソエア３期）からは水変わりを起さない様に注水ま

　　たは換水した。

　　　水温は1kwの水中ヒーターにより20°C程度に加温し、エアレーションは７～８個を投入してZ3以後

　　強めの通気を行なった。

　　　飼料はZI～Z3までワムシをＺ３～Ｍまでアルテミアを主体に投与し、配合飼料はＺ３～Ｍの間協和

　　醗酵の初期餌料Ｂ号をM2～Cnまでアユ初期餌料２～３号、コイ２号を１日３回2～3g/回程度投与

　　した。

結果と考察

　生産回次は収容日の同じものを同一回次とし、秋季生産をI～VI、春季生産をⅦ～Ｘに示した。使用し

た親ガニは甲長50.6～64.8mm、体重84.5～115.8gであり、これらの親ガニから得られた浮遊幼生は102万

尾であった。

＊：鹿島浅海分場
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１．幼生飼育

　１）生産回次　Ｉ

　　　平成５年４月23日に1tパンライト水槽で孵化した、10万尾の幼生をサイフォンにより飼育水槽１０ ｔ

　　ＦＲＰに移し生産を開始した。ふ化幼生は収容７日後に大量路死を起し全滅した。

　　　飼育期間中の水温は平均20.0°Cであり19～20.6°Cの範囲にあった。

２）生産回次　Ｈ

　　生産Ｉ回次と同時に別のｌｔパンライト水槽で孵化した、12万尾の幼生をサイフォンによって１０ ｔ

　ＦＲＰの飼育水槽に移し生産を開始した。ソエア５期まで順調に成長したが、マガロッパに変態時に

　大量艶死を起し全滅した。

３）生産回次　Ⅲ、IV、V、VI

　　平成５年５月７日に孵化した40万尾の幼生を用い、２０ｔＦＲＰ水槽（生産回次Ⅲ、Ｖ）と１０ｔＦＲ

　Ｐ水槽（生産回次IV、VI）を使用し生産回次Ｉと同様の方法で生産を開始したが生産回次Ⅳ、V、VI

　はいずれもふ化後10日後に大量路死を起こし全滅した。生産回次Ⅲはソエアの３期で大量諮死を起し

　たもののそれ以降、大量路死もなく４万尾のメガロッパを生産し三刀屋分場での中間育成試験に使用

　した。

４）生産回次　Ⅶ

　　平成５年５月14日にふ化した幼生20万尾を用い、やはり生産回次Ｉと同様の方法で生産を開始した。

　ソエアの３期とメガロッパ変態時に大量路死を起し３万尾のメガロッパを生産し中間育成試験に使用

　した。

５）生産回次　Ⅷ、IX

　　平成５年10月８日にltパンライト水槽で孵化した、10万尾の幼生をサイフォンにより１０ｔＦＲＰ飼

　育水槽に収容し生産を開始した。ふ化幼生はソエア期では順調に推移したが、メガロッパ期になって

　原因不明の大量諏死を起こし生産したメガロッパは２万尾であった。飼育期間中の水温は平均22.0°C

　であり19～22.0°Cの範囲にあった。

６）生産回次　Ｘ

　　平成５年10月16日に１ｔパンライト水槽２面で孵化した、各５万尾計10万尾の幼生を１０ｔＦＲＰ水

　槽に収容し生産を開始したが、メガロッパに変態したところで大量艶死を起こし２万尾のメガロッパ

　生産にとどまった。

まとめ

　　このように昨年と同様に種苗生産の中期～後期に原因不明の減耗や大量艶死が相次ぎ、総生産尾数

　はメガロッパで110千尾であった。昨年産卵親ガニの抱卵している卵色の違いや真菌の感染により、発

　生初期の歩留が左右されることが示唆された。今年度はメガロッパで大量艶死が起ると示唆される、
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初期餌料の問題について検討したが明確な原因については解明できず、来年ども引き続きこれについ

て研究して、大量生産に向け歩留の増大と大量路死の原因解明を図っていくつもりである。

２．中間育成

　　　生産回次Ⅲ、Ⅶのメガロッパフ万尾の春期と生産回次VⅢ、IX、Xに生産したメガロッパ4万尾の秋期

　　に分けて中間育成生産を実施した。

　　　飼育水槽は１ｔパンライト水槽８面と１０ｔＦＲＰ水槽１面を使用し１ｔ当たり４千尾程度になる様

　　に収容した。飼育期間中の水温は水温は1kwの水中ヒーターにより20°C程度に加温し、アユ育成用配

　　合餌料を開始は当初５ｇからはじめ５日後毎に１ｇ増やして投与した。飼育開始当初の飼育水はメガ

　　ロッパの飼育環境を少しでも柔らげるためI/2海水とした。

　　　春期中間育成の種苗は飼育開始当初取上げ時の路死と傷みが目立ち４万尾が死亡した。その後も艶

　　死は少しずつ起り最終的な生産尾数は甲長1cmの稚ガニで15､000尾であった。

　　　秋期の中間育成は初期の大量路死は無かったが、少しずつ路死があり甲長1cmの稚ガニの生産尾数

　　は20､000尾であった。放流は甲長1cmの稚ガニになったものから放流し、平成5年6月26日神戸川に15

　　千尾、平成５年11月23日神戸川に20千尾を放流した。
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